
安波茶橋へ誘導する東屋と階段

案内板、説明板

整備された「歴史の道」

「ヤチムンの里」トイレ

繁多川公園内休憩所

　
平
成
十
二
年
十
二
月
、
首
里
城
跡
を
は
じ
め
と
し
た
グ
ス
ク
群
と
関
連
遺
産
が
「
琉
球
王

国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
遺
産
群
を
世
界
の
宝
と
し
て
保
護
す
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
の
た
め
に
い
か
に
活
用
す

る
か
が
、
沖
縄
の
観
光
振
興
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
な
ど
沖
縄
固
有
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を
活
用

し
、
沖
縄
観
光
の
一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
、
世
界
遺
産
周
辺
に
点
在
す
る
史
跡
を
復
元
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
観
光
地
を

形
成
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
平
成
十
四
年
度
及
び
十
五
年
度
事
業
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
箇
所

を
主
に
取
り
上
げ
、
各
市
町
村
別
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
安
波
茶
橋
は
、
西
暦
一
五
九
七
年
、
尚
寧
王
が
首
里
〜
浦

添
グ
ス
ク
間
を
整
備
し
た
時
に
架
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
ア
ー
チ
式
の
石
橋
で
す
。
先
の
大
戦
に
よ
っ
て
橋
は
破
壊

さ
れ
ま
し
た
が
、
安
波
茶
橋
を
復
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
首

里
城
に
訪
れ
た
観
光
客
が
歴
史
の
道
（
中
頭
方
西
海
道
）
を

通
っ
て
安
波
茶
橋
を
渡
り
、
首
里
城
以
前
の
王
城
で
あ
る
浦

添
グ
ス
ク
を
訪
ね
る
こ
と
で
琉
球
王
国
の
歴
史
の
深
さ
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
勝
連
城
跡
は
、
琉
球
国
王
に
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
有
力

按
司
で
あ
る
阿
麻
和
利
の
居
城
で
し
た
。

　
勝
連
城
は
観
光
客
や
来
訪
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
休
憩
施
設
等
が
十

分
で
は
な
い
た
め
、
本
事
業
に
お
い
て
駐
車
場
等
の
整
備

を
進
め
、
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
那
覇
市
】

「
安
波
茶
橋
周
辺
整
備
」

【
浦
添
市
】

「
歴
史
の
道
整
備
」

【
中
城
村
】

「
ヤ
チ
ム
ン
の
里
整
備
」

【
読
谷
村
】

「
観
光
案
内
及
び
休
憩
施
設
造
成
」

【
勝
連
町
】

　
識
名
園
は
琉
球
王
家
最
大
の
別
邸
で
、
王
朝
時
代
王
家

一
家
の
保
養
と
外
国
使
臣
の
接
待
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
に
国
王
家
が
利
用
し
た
順
路
が
「
う
し
ゅ
が

な
し
ぃ
め
ぇ
ま
ー
い
」
で
あ
り
、
こ
の
ル
ー
ト
は
識
名
園

と
首
里
城
と
い
う
二
つ
の
世
界
遺
産
を
結
ぶ
、
歴
史
的
に

も
観
光
資
産
と
い
う
観
点
か
ら
も
非
常
に
価
値
の
高
い
ル

ー
ト
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
そ
の
途
上
に
あ
る
繁
多
川
公
園
に
お
い

て
、
同
ル
ー
ト
を
周
遊
す
る
観
光
客
等
の
来
訪
者
が
快
適

に
散
策
で
き
る
よ
う
に
、
眺
望
機
能
の
つ
い
た
休
憩
所
を

整
備
し
ま
し
た
。

「
う
し
ゅ
が
な
し
ぃ
め
ぇ
ま
ー
い

整
備
事
業
」

　
か
つ
て
読
谷
村
で
は
、
座
喜
味
城
を
中
心
に
長
浜
港
と

喜
名
を
結
ぶ
歴
史
、
文
化
資
源
で
あ
る
“
ヤ
チ
ム
ン
”
が

運
搬
さ
れ
た
道
筋
が
開
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
遠
く
異
国
と
の
交
易
か
ら
海
上
ル
ー
ト
を
伝
い
、

長
浜
港
か
ら
陸
路
で
島
の
拠
点
で
あ
っ
た
座
喜
味
城
、
喜

名
へ
と
文
化
が
往
来
し
て
い
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
に
関
わ
り
の
深
い
歴
史
的
、
文
化
的
観
光
資

源
で
あ
る
「
ヤ
チ
ム
ン
の
里
」
を
座
喜
味
城
跡
と
一
体
的

に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
世
界
遺
産
　
首
里
城
跡
及
び
識
名
園
関
連
）

（
世
界
遺
産
　
首
里
城
跡
関
連
）

（
世
界
遺
産
　
勝
連
城
跡
関
連
）

（
世
界
遺
産
　
中
城
城
跡
関
連
）

（
世
界
遺
産
　
座
喜
味
城
跡
関
連
）

　
中
城
村
の
丘
陵
地
を
通
る
歴
史
の
道
は
「
ハ
ン
タ
（
崖
）

道
」
と
も
呼
ば
れ
、
琉
球
王
朝
時
代
、
首
里
城
と
中
城
城

を
最
短
距
離
（
三
里
）
で
結
ぶ
宿
次
の
道
で
あ
り
、
「
護
佐

丸
・
阿
麻
和
利
の
乱
」
で
首
里
王
府
軍
が
通
っ
た
「
戦
の

道
」
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
歴
史
上
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
道
で
す
。

　
ま
た
、
西
暦
一
八
五
三
年
五
月
に
ペ
リ
ー
提
督
の
率
い

る
米
国
の
黒
船
艦
隊
が
琉
球
来
島
の
お
り
、
艦
隊
か
ら
派

遣
さ
れ
た
琉
球
奥
地
探
検
隊
一
行
が
西
原
を
経
て
中
城
城

に
至
る
ま
で
の
道
と
し
て
、
こ
の
ハ
ン
タ
道
ル
ー
ト
が
使

わ
れ
、
周
辺
で
目
立
つ
岩
上
に
ペ
リ
ー
が
星
条
旗
を
立
て

た
と
い
わ
れ
る
「
ペ
リ
ー
の
旗
立
岩
」
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
（
写
真
―
説
明
板
の
真
上
に
見
え
る
頂
）

　
本
事
業
に
よ
り
ハ
ン
タ
道
約
三
・
七
km
（
全
体
で
は
六
・

四
km
）
を
石
畳
道
な
ど
で
整
備
、
案
内
板
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
道
筋
に
点
在
す
る
史
跡
、
文
化
財
を
連
結
し
、

豊
か
な
自
然
や
景
観
に
ふ
れ
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。


